
  別紙６ 

台東区滞納管理標準準拠システム移行業務委託事業者選定に関する公募型プロポーザル 

プレゼンテーション審査実施要領 

 

１ 目的 

企画提案書に基づく事業説明及び質疑応答を行うことで、提案内容及びプロジ

ェクト実施体制等について、評価を行うものである。 

 

２ 実施概要 

（１）日付 

令和８年９月２日（水）（予定） 

（２）場所 

台東区役所本庁舎（予定） 

所在地：〒１１０－８６１５ 台東区東上野４丁目５番６号 

（３）審査時間 

６０分（事業説明・質疑応答） 

（４）参加者 

・参加者は、５名までとし、様式７「プロジェクトチーム構成員表」に記載して

いるメンバーのみ参加可能とする。 

・事業説明は、プロジェクトマネージャーが実施すること。 

・Ｚｏｏｍ等を利用した遠隔地からの参加は認めない。なお、プレゼンテーショ

ンの内容を録音することも禁止する。 

 

３ 審査方法 

・事業説明は、別表「プレゼンテーション審査項目・審査基準」の審査項目につ

いて、企画提案書に基づき作成した資料を画面に投影する形で実施する。な

お、必ずプロジェクトマネージャーが事業説明を行うこと。 

・事業説明終了後、審査員からの質疑に応答すること。質疑応答はプレゼンテー

ション出席者のいずれかが行ってもよい。 

・１参加者あたりの持ち時間は６０分間とし、事業説明を３５分間、質疑応答を

２５分間とする。 

 

４ 審査基準 

・審査員は別表「プレゼンテーション審査項目・審査基準」の審査基準に基づき

採点を行う。 



  別紙６ 

５ 準備事項 

（１）機材 

・スクリーン、プロジェクター、ＨＤＭＩケーブルは区で用意するものとし、接

続するパソコンや他ケーブル・機器等は、参加者にて用意すること。 

（２）資料 

・資料は、企画提案書の構成・内容を基本として作成すること。また、企画提案

書の範囲内であれば拡大用紙やパネルを使用して説明することも可能とする。 

・企画提案書提出後の提案内容や資料の追加は認めない。 

 

６ その他 

・プレゼンテーション審査の詳細、日時、投影資料の提出方法等の案内は、各第

一次審査通過事業者に事務局より別途通知する。 

・実機操作を実施するにあたり必要な費用は、参加者で負担すること。 

・参加者は会社名を表示した衣類やバッチ等、会社名を特定できるようなものを

身に着けないこと。 
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別表 プレゼンテーション審査項目・審査基準 

 

№ 審査項目 プレゼンテーション内容 審査基準 

1 システム標準化の

方向性 

標準準拠システム移行に関する基本姿勢を説明するこ

と。 

区の方針・実態を十分理解した提案となっているか。 

具体的な考え方・取り組みが整理されており実現方法が妥当な提案となって

いるか。 

2 ガバメントクラウド 

基本方針 

ガバメントクラウドにおける対応方針を説明すること。

また、ガバメントクラウド利用料を抑えるための取り組

みを説明すること。 

ガバメントクラウドでの対応方針が明確となっているか。 

ガバメントクラウド利用料が抑えられる取り組みが提案されているか。 

3 提案するシステム

概要 

提案するシステムの概要を説明すること。また、各種標

準仕様書・区独自要件への対応方針を説明すること。 

各標準仕様への対応方針が明確となっているか。 

システムの機能・構成等が明確かつ妥当で、実現性の高いものか。 

4 システム要件 区独自機能要件への回答について説明すること。また、

提案機能がある場合は説明すること 

区独自機能要件への対応方針や提案機能が明確かつ妥当で、実現性の高いも

のか。 

区職員の負荷軽減ができるもので、実現性の高いものか。 

5 実施体制 実施体制及び人員の実績・保有資格を説明すること。 プロジェクトチームは構成員が適切に配置された実施体制となっているか。 

6 プロジェクト管理 移行業務の管理体制及び管理方法を説明すること。 マネジメントの手法（進捗管理、品質管理、課題管理等）が適切かつ具体的

な提案となっているか。 

7 スケジュール 移行業務の作業スケジュールおよび作業工程を説明する

こと。 

適切なスケジュールが設定されているか。 

マイルストーン・作業工程が具体的で適切に設定されているか。 

8 システムの移行 移行業務の各作業工程の作業概要や実施手順を説明する

こと。 

各作業工程の実施手順が適切かつ具体的な提案となっているか。 

区職員の負荷軽減が十分図れる方法となっているか。 

9 運用・保守体制 システムの運用内容、保守体制、保守内容について説明

すること。 

安定的なシステム運用・保守を実現できる体制・取り組みとなっているか。 

10 障害対応 システム障害発生時の対応を説明すること。 システム障害時における迅速・確実な対応であるか。 

11 継続的運用経費 

最適化 

標準準拠システム移行後のランニングコストの継続的な

削減への対応方針を説明すること。 

ガバメントクラウド利用料、ガバメントクラウド運用管理補助委託料、ソフ

トウェア等運用管理補助委託料等の継続的な削減への対応方針が適切かつ具

体的か。 

12 追加提案 １～１１以外に区職員の業務効率化、負荷軽減等に繋が

る提案があれば説明すること。 

１～１１以外に、区にとって有効な提案等があるか。 

13 コミュニケーショ

ン力 
― 

質問等に対する回答が明快かつ迅速であるか。 


